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キ
ュ
ー
バ
の
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
が
今
年

四
月
、
第
八
回
共
産
党
大
会
に
お
い
て
、
か

ね
て
か
ら
約
束
し
て
い
た
通
り
、
党
第
一
書

記
の
座
か
ら
退
い
た
。
こ
れ
で
名
目
上
は
、

一
九
五
九
年
の
革
命
成
功
か
ら
続
い
た
フ
ィ

デ
ル
と
ラ
ウ
ル
の
カ
ス
ト
ロ
兄
弟
の
統
治
が

終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
筆
者
は
、

実
質
的
に
は
キ
ュ
ー
バ
政
府
の
権
力
は
、
引

き
続
き
カ
ス
ト
ロ
家
に
掌
握
さ
れ
る
と
考
え

る
。

　

キ
ュ
ー
バ
で
は
ソ
連
崩
壊
後
の
経
済
危
機

の
中
で
も
、
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
も
ラ
ウ

ル
・
カ
ス
ト
ロ
も
、
基
本
的
に
中
国
・
ベ
ト

ナ
ム
の
よ
う
な
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導

入
は
行
わ
な
か
っ
た
。
革
命
以
来
最
悪
の
経

済
危
機
と
な
っ
た
一
九
九
〇
年
代
前
半
は
、

危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
改
革

が
行
わ
れ
た
が
、
経
済
が
プ
ラ
ス
成
長
に
転

じ
る
と
、
九
六
年
に
改
革
は
中
断
し
た
。
ま

た
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の

石
油
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ー
タ
ー
契
約
に

よ
り
、
改
革
し
な
く
て
も
経
済
は
プ
ラ
ス

成
長
を
記
録
し
た
。
貿
易
赤
字
を
サ
ー
ビ

ス
貿
易
の
黒
字
で
補
い
、
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
キ
ュ
ー
バ
の
経
常
収
支
は
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
時
期
を
除
く
と
、
統
計
の
入
手

が
可
能
な
一
六
年
ま
で
一
貫
し
て
黒
字
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
非
効
率
な
中
央
集
権
的
な
経
済

構
造
は
温
存
さ
れ
、
改
革
を
望
む
声
は
強

か
っ
た
。
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
が
〇
六
年

に
突
然
の
病
気
に
よ
り
引
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
実
弟
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
が
跡
を
継
い

だ
時
、
多
く
の
国
民
は
、
ラ
ウ
ル
が
フ
ィ
デ

ル
よ
り
も
大
胆
な
経
済
改
革
を
実
行
し
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
。
し
か
し

結
局
、
大
き
な
改
革
は
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、

ラ
ウ
ル
は
退
任
し
た
。

　

ラ
ウ
ル
退
任
直
前
の
二
一
年
一
月
か
ら
、

外
貨
交
換
可
能
な
通
貨
と
交
換
で
き
な
い
通

貨
を
使
い
分
け
た
二
重
通
貨
制
度
を
廃
止

し
、
自
営
業
の
職
種
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と

い
う
、
お
そ
ら
く
ラ
ウ
ル
時
代
の
一
三
年
間

で
最
大
規
模
の
経
済
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
キ
ュ
ー
バ
経
済
が
、

成
長
率
マ
イ
ナ
ス
一
一
％
と
い
う
過
去
二
五

年
間
で
最
大
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
、
国
民

カストロ家の支配続くキューバ

山岡加奈子アジア経済研究所主任研究員



99

の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
党
大
会
で
は
ラ
ウ
ル
が
、
改
革
に
は

限
度
が
あ
る
と
示
唆
し
て
お
り
、
今
後
経
済

改
革
が
さ
ら
に
大
き
な
進
展
を
遂
げ
る
か
ど

う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
政
治
的
に
は
大
き
な
変
化
は
な
さ

そ
う
だ
。
今
年
九
〇
歳
に
な
る
ラ
ウ
ル
が
ど

こ
ま
で
政
治
的
決
定
を
続
け
る
か
は
彼
の
健

康
状
態
に
も
よ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
公

職
か
ら
退
い
て
も
院
政
を
続
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ち
ょ
う
ど
中
国
の
鄧
小
平

が
引
退
後
も
影
響
力
を
行
使
し
続
け
た
の
と

同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
党
大
会
で
具
体
的
に

今
後
の
政
治
・
経
済
政
策
に
つ
い
て
演
説
し

た
の
は
ラ
ウ
ル
で
あ
り
、
第
一
書
記
を
ラ
ウ

ル
か
ら
譲
ら
れ
た
デ
ィ
ア
ス=

カ
ネ
ル
大

統
領
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

　

ラ
ウ
ル
が
健
康
上
の
理
由
で
政
治
に
介
入

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
も
、
カ
ス
ト
ロ

家
に
は
二
代
目
が
控
え
て
い
る
。
特
に
ラ
ウ

ル
の
娘
の
一
人
デ
ボ
ラ
・
カ
ス
ト
ロ
の
元
夫

ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
革

命
軍
の
高
官
で
あ
る
と
同
時
に
、
軍
の
国
営

企
業
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
を
務
め

て
お
り
、
以
前
か
ら
海
外
で
は
ラ
ウ
ル
の
真

の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
ル
の

息
子
で
軍
の
士
官
で
あ
る
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ

も
、
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
と
と
も
に
強
い

影
響
力
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他

方
フ
ィ
デ
ル
の
子
ど
も
た
ち
、
孫
た
ち
は
、

今
の
と
こ
ろ
政
治
の
中
枢
か
ら
は
距
離
を
置

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
前
述
の
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
や

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
を
含
め
、
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト

ロ
家
の
二
代
目
・
三
代
目
は
、
だ
れ
も
政
治

家
と
し
て
の
公
職
に
は
つ
い
て
い
な
い
。
表

向
き
の
公
職
は
デ
ィ
ア
ス=

カ
ネ
ル
大
統

領
の
よ
う
な
若
手
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
を
据

え
、
背
後
か
ら
カ
ス
ト
ロ
家
の
二
代
目
た
ち

が
指
示
を
出
す
と
い
う
構
図
が
確
立
す
る
の

で
は
な
い
か
。

　

た
だ
、
ラ
ウ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
革
命
第

一
世
代
が
名
実
と
も
に
退
場
し
た
後
、
彼
ら

カ
ス
ト
ロ
家
二
代
目
の
権
力
基
盤
が
強
固
な

ま
ま
か
ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
革
命

軍
を
掌
握
で
き
れ
ば
、
大
統
領
や
首
相
の
よ

う
な
政
治
家
た
ち
の
不
満
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
軍
の
中
で
離
反

者
が
増
え
れ
ば
、
指
導
層
の
中
で
の
力
関
係

が
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
●
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